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哀 歌 の 詩 的 技 法(2)

勝 村 弘 也

1.は じめに

2.哀 歌研究の問題点

3.付 説:ユ ダ王国の滅亡 とバビロン捕囚

4.哀 歌第2章(以 上前号)

5.哀 歌第1章

5.哀 歌 第1章

5.1,第1の アルファベ ット歌の逐語訳

※ 以下の私訳において()は 、訳文 を整えるために補った語であること

を示す。また 〈 〉は、正文批判の結果、読み変えを行なった箇所 を示

す。〔 〕は、後代の付加であるから削除されるべ きであると判断 され

る箇所である。

1あ あ、何 と、

ひとりぼっちで座 っている、民がおお くいたこの町が。

寡婦のようになって しまった、諸国民の中でおおいなる者であったが。

諸国の中の女王は、隷属の身 となった。

2彼 女は、夜に、泣きに泣いている。その涙は、ほほをつたう。

彼女には慰める者がいない、彼女の愛人たちのうちには。

恋人たちはみな、彼女を裏切って、彼女の敵となってしまった。
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3ユ ダは、苦 しみと苛酷な服役(の 場)か ら、逃亡 した。

彼女は諸国民の中に住んで、安 らぎを見出せない。

彼女 を追う者たちはみな、袋小路で彼女に追いつ く。

4シ オンへの道は、嘆いている。祭 りに来る者がいないのだ。

彼女の門はみな、荒れ廃れて、祭司たちはため息 をついている。

彼女のおとめたちは苦悩する。そ して彼女にはつ らさがある。

5彼 女の仇敵 どもは頭となり、彼女の敵 どもは安泰である。

ヤハ ウェが、彼女を苦 しめているのだ、彼女の多 くの犯行の故に。

彼女の幼な子 らは、捕囚となって仇の前 に引かれて行った。

6シ オンの娘から、栄華はことごとく去って行 き、

彼女の高官たちは、牧草を見つけ られない鹿のようになった。

そして、追 う者の前を、力な く歩いて行 った。

7イ ェルサ レムは、彼女の苦 しみ とさす らいの 日々を、思い起す。

〔いにしえの日にあった彼女のすべての宝物を〕。

彼女の民が仇の手にかかって倒れた時、彼女を救ける者はいなかった。

仇敵 どもは彼女 を見て、その最期を嘲笑った。

8イ ェルサレムは、重大な罪を犯 した。それ故に、械れた者 となった。

彼女 を尊敬 していた者たちはみな、彼女 を卑 しめた。

彼 らが彼女の恥部 を見たか らだ。

彼女は、陣 き声 をあげ、背を向けた。

9彼 女の衣の裾が不浄となっても、彼女は自分の終わ りを思わなかった。

彼女は驚 くほど落ちぶれたが、彼女には慰める者がいない。

「ヤハウェよ、わたしの苦 しみを見て ください。

敵 は増長 しているのです」。

10彼 女のすべての宝物に、仇敵はその手 を広げた。

まことに、彼女は異邦人が彼女の聖所 に入るのを見た。

あなたの集会に彼 らは入ってはならないと命 じられたのに。

11彼 女の民 はみな、ため息 をつきなが ら、パ ンを探 している。

2



彼 らは元気を取 り戻すために、彼らの宝物を食物にした。

「ヤハウェよ、見て下さい。ご覧になって下さい。 軸

まことに、わた しは卑 しい女になりました」。

12あ なた方のことではあ りません。道を通 り過ぎて行 くみなさま。

ご覧になって下さい。見て下さい。

わたしになされた、わたしの痛みのような痛みがあるものかどうかを、

ヤハ ウェが、燃え立つ御怒 りの日に(わ たしを)苦 しめた

(ような痛みが)。

13彼 は高い所から火を送 り、わた しの骨の中にまで 〈下 らせた〉。

彼はわたしの足に網 を広げ、わたしを仰向けにひっくり返 した。

わたしを荒れ廃れた女、終 日さわりのある者にした。

14わ たしの過誤は、くわたしに重 くの しかかる〉

彼の手によって絡みつけ られて。

わたしの首の 〈彼の軌が 〉、わたしの力をくじいた。

主は対抗することの出来ない(者 の)手 に、わたしを渡された。

ユ5主 は、わた しの中で、すべての強者たちを投げ捨て、

わたしの若者たちを打ち砕 くために、わた しに対 して祭 りを召集 した。

主は、おとめ、ユダの娘に、

酒槽に踏み入(る ように、ふるま)っ た。

16こ れ らのことで、わた しは泣 いている。

わた しの眼、わたしの眼か ら水が流れ下る。

まことに慰める者はわたしから遠い、わたしの元気 を回復 させる者は。

わたしの息子たちは、荒れ廃れた者 となった、

敵があま りにも強かったか らだ。

17シ オンは、彼女の手を広げるが、彼女には慰める者がいない。

ヤハウエはヤコブに対 して、

彼 を取 り巻 く者たちが仇敵(と なるよう)命 じられた。
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イェルサ レムは、彼 らの間で椴れた者 となった。

18ヤ ハウェは、義 しい。彼の口にわた しが反抗 したのだ。

諸国の民はみな、聴いて下 さい。そ してわたしの痛みを見て下 さい。

わたしのお とめらも、若者たちも捕囚 となって引かれて行 った。

19わ たしを愛 した者たちに叫んだが、彼 らはわたしを見殺 しに した。

わたしの祭司たちも長老たちも、町の中で息絶えた。

まことに、彼 らは食物を探 し求めたが、〈自分を欺いただけだった〉。

20「 ヤハウェよ、見て下さい。まことに、わたしは困窮 し、

わたしの内臓 は煮え返る。

わたしの心臓は、わたしの中でひっくり返っています。

わたしが反抗 に反抗 したからです。

街角から剣が子 らを奪い去 り、家の中では く捕囚が〉。

21わ たしが坤 くのを、彼 らは聴きました。

わたしには、慰める者がいない。

わたしの敵はみな、わたしの災難を聴いて、

喜んでいます、あなたが(そ れを)な さったのだと。

あなたは告げた日を来たらせられる。

彼 らがわた しのようになりますように。

22彼 らのすべての悪を御前に来たらせ、彼 らにもして下 さい、

わた しのすべての犯行の故に、あなたがわたしになさったように。

わた しのため息 はおお く、わたしの心は病み衰 えています」。

て 　 コ

5.2.哀 歌 第1章 の語句注 解

1節1行 目「ひ とりぼ っちで座 ってい る」。 この歌で はイ ェルサ レム の町、

お よびその住民 が、一貫 して一人 の女性 と して擬 人化 されて いる。1節3行

目の 「女王」 と訳 した語(サ ー ラーの連語形 サ ー ラー テ ィー)は 、1・6・

2で 「高官」 と訳 した語 の女性形 である。 「貴婦 人」 等 とも訳せ る。

2節3行 目で用い られてい る動 詞bgd「 裏 切 る」 は、不誠 実 な行動 を さす
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が(箴 言ll・3、6、13・2、 イザヤ書24・16、33・1等)、 特 に男 女 関 係 に

用 い られ る こ とが あ る(出 エ ジプ ト記21・8、 エ レ ミヤ書3・20、 マ ラキ書

2・14以 下参 照)。

3節1行 目の解釈 について は、激 しく論争 されてい る。 口語訳 では 「ユ ダ

は悩 み のゆえに、 また激 しい苦役 のゆ えにの がれて行 って」、新改訳 で は「ユ

ダは悩 み と多 くの労役 の うち に捕 らえ移 され た」、新 共 同訳 で は 「貧苦 と重

い苦役 の末 にユ ダは捕 囚 となって行 き」 となってい る。 問題 はヘ ブ ライ語 の

ガー ラー ・ミンの解釈 にあ る。前置詞 ミンは、直訳すれ ば 「… …か ら」で あ

るか らこの行 の後半 は、ひ とまず 「苦 しみか ら、 また苛酷 な服役 か ら」 と訳

せ る。動詞 ガー ラー は、普 通 くバ ビロン捕囚 〉に関連す る動 詞 と解 釈 される

が 、 この箇所 の用法で は カル形 であるか ら、辞書 的 には「(捕囚 に)出 発 す る」

とい う意味 しか ない。つ ま りここにはユ ダヤ人が〈捕 囚 と して連れ去 られ る〉

とい うような受動的 な意味 はないのであ る。 ところが七十 人訳 は、 この動詞

をバ ビロ ン捕 囚 に関連 させ 、受動 的に訳 した。Saltersに よ る とこれ が、後世
く　 ラ

のつまず きの元 となった。 ガーラーのカル形の意味は、90intOeXileで ある。

われわれは英語のexileか らただちにバ ビロン捕囚を連想するか もしれない

が、exileに は元来 く捕囚〉の意味はない(D。 亡命生活のこ とである。わ

れわれがexileと いう語 を聖書的文脈で見たときに、ただちにバビロン捕囚

を考えて しまうように、ヘブライ語のガーラーを見たときにやはりバビロン

捕囚しか思いつかないということが、すでに古代の解釈者に起こったらしい。

繰 り返すがガーラーの意味は、「亡命生活に出る」「移民する」である。つま

りここではユダは、強制的にではなくて、自ら出発 したことが問題になって

いる。 ガーラーを捕囚の意味 にとるとミン 「……か ら」がなぞになる。それ

で新改訳や新共同訳の ような苦 し紛れの訳文が出現することにならざるをえ

ない。口語訳は ミンを原因の意味 に解釈する伝統的読みにしたがっている(例

えばKJVを 参照せ よ)。口語訳がテクス トの背後の歴史的状況をどの ように

想定 したのかは明らかではないが、訳文 「のがれて行って」は正 しい。では

「苦 しみと苛酷な服役」は、いつごろのどのような状況を指すのか。われわ

れはエ レミヤ書40章 以下のゲダリヤ時代以降の物語からかつてのユ ダの住民
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が周辺諸 国 に亡命 した事実 を知 る ことがで きる。ゲ ダ リヤ暗殺以 後、エ ジプ

トに逃 れ た人 々のこ と も知 ってい る。前587年 以 降 のユ ダの社 会的 崩壊 は、

かつ ての王国の住民 の意図 的な脱 出 換言 すれば 「逃 亡」 によって加

速 された面 もあ るの であ る。3節2行 目はその ような現 実逃避 的行動 に よっ

ては 「安 らぎは見 出せ な い」 とい うのだ(Saltersは 申 命記28・64を 参 照 す

るよ う指示 している)。 なお 、旧約 の民 に とっ て、「安 ら ぎ」 の観 念 は、 カナ

ンの土地 と不可分 一体 であ った(申 命記12・9参 照)。3節3行 目 「袋 小 路

で」 の語 義 は明瞭 では ないが、「狭 い所 の間で」 の ような意味 と され る。1・

6・2～3、1・13・2と 同様、狩猟 の イメージで語 られてい る。

4節2行 目 「ため息 をつ く」 は、 この歌 の キー ワー ドの一 つ であ る。1・

11・1参 照。1・8・3お よび1・21・1で は 同 じ動詞 を 「陣 く」と訳 した。

1・22・3に は、名詞 「わ た しのため息」が用 い られ ている。4節3行 目 「苦

悩 す る」 は動 詞jghの ニ ファル分 詞 であ る。5節2行 目の 「苦 しめる」 は同

じ動詞 の ヒフィール形 で ある。 この語 もこの歌 の キ ー ワー ドの一 つ で あ っ

て、1・12・3で も繰 り返 され る。 なお この語 の用 例 は1日約 全体 で8回 しか

ないが、その うちの5例 が哀 歌 に集 中す る(哀 歌3・32、33を 参 照)。4節

3行 目 「彼女 に はつ らさがあ る」。直訳 す ると 「彼女 は 自分 に苦 い」。

5節1行 目 「頭 となる」 の意味 につい ては、 申命記28章44節 を 参照。 政治

的 に圧倒 的優 位 に立つ ことをさす。5節2行 目 「犯行」 と訳 したペ シャ アの

語 義 につ いては論争 されて いるが、基本 的な意味 は、盗 みの よ うな 「犯 罪的
くヨ ラ

行 為」 で ある と考 え られるの で、 この よ うに訳 してみた。 ただ し1・14・1

で は 「過誤」 と訳 した。

6節2～3行 目は、狩猟の イメー ジで語 られ ている。

7節1～3行 目。7節 だ けが4行 になってい るので、ほ とん どの注解 者が

2行 目か3行 目のいずれか を後代 の加筆 とみて削 除す る。Kraus、Fuerst、BHS

の 欄 外注等 は、2行 目を削除す る。 この場 合、3行 目の 「倒 れた時」以 下が

1行 目の 「……の 日々」 を説 明す る文節 として解釈 出来、っづ き具合 が よい

ように思わ れ る。 しか し、Rudolph、Albrektson、Kaiser等 は 、3行 目 を削 除

す る。2行 目削除説 では 「苦 しみ とさす らいの 日々」 が過去 の ことにな って
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しまうと言 うのが ひ とつ の根拠 で ある。1～2行 目をっづ け て読 ん だ場合 の

訳 は、 「イ ェルサ レムは、彼女 の苦 しみ とさす らいの 日々 に、思 い起 す 、い

に しえの 日々にあ った彼女 のすべ ての宝物 を」 のよ うにな る。苦 しみ はむ し

ろ現在的であ る。 この説は、以下 の ような説明に よって も強化 され るだ ろう。

「宝物」と訳 した語 は、 この歌 のキー ワー ドの ひとつ であ り(1・10・1、1・

11・2参 照)、 必ず しも神 殿の財宝 の ような物 質 を意味す るので はな く、「大

切 な人」 を も意味 し得 る(2・4・2「 い と しい者 たち」、1・11・2)。3

行 目は、「宝物」 の掠奪 の状況 を説明す るための後代 の加筆 であ るのだ 、 と。

私訳が2行 目を削除 したひ とつの理 由は、 この行 の後句の動詞 ハ ーヤーの用
ロ コ

法 にあ る。動 詞ハ ーヤーは、 この歌 のキー ワー ドと して多用 され ているが 、

他 の箇所 で は21節3行 目のjussiveで の 用例 を別 にす る と 、すべ て

完了形が 「…… となった」 と現在 的 な意味で用 い られ ている。 ここだけが過

去 に存在 したの意味 になる。 この ようなハ ーヤーの用法 は、作 品 の緊張 を損

な うこ とになる。以上 の ような議論 か ら、結論 を引 き出す ことは困難で あろ

う。MeekやHillersは 、2種 類 のテ クス トが併 存 して流布 して いた可 能性 を

示唆 してい る。

8節1行 目 「重大 な罪 を犯 した」。 マ ソラで は、「罪」「間違 い」 を意味 す る

語が 、「間違 い を間違 った」 の よ うに名詞 と動詞 で二重 に表 現 されてい る。

8節1行 目後半 「械れ た者 」ニー ダーは、ハパ クス レゴメノ ンであ る。Rudolph

な ど はnwdか らの 派生 語 と見 て、 「(頭を)振 るこ と」、つ ま り嘲 りの動 作 と

解釈 す る。 しか しシュ ンマ コス訳 、 シリヤ語訳等 は、ニ ッダー(1・17・3)

と同 じ意味 に とる。 この語 は、元来 月経 による稜 れ をさす(レ ビ記15・19～

33節)。13節 の 「さわ りのあ る者(女)」 と訳 した語 の類義 語。2行 目 「恥部

を見」 るこ とは、相手 を侮 辱す る行 為であ った(創 世記9・21以 下 、エ レミ

ヤ書13・25以 下 参照)。3行 目 「陣 き声 をあげ」。 ガムを 「声 をあげて」の意

味 に解 した(詩 篇137・1「 声 をあげて泣いた」 を参照b5天 々に背 を向ける

のは恥 じている動作である。

10節1行 目 「手を広げた」 という表現は、災いを及ぼそうとしている敵 に

関するヘブライ語法 としては きわめて不 自然である。「手を伸 ばした」 と訳
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す こ とが多 いが(新 共 同訳参 照)、 これ は窮 余 の策 にす ぎない。17節 ユ行 目

を参照 して、ツ ァール 「仇 敵」 をツイヨー ン 「シオ ン」 に変 更す る提 案 もあ

る。「宝物」につ いては、次節 の注解参照。10節2行 目「異 邦人」ゴーイム は、

1・3・2で は 「諸 国民」 と訳 した語。

ll節2行 目 「元 気」ネ フェシュは、「命 」と訳 され るこ とが多 いが、動詞 「取

り戻 す」 ない し 「回復 させ る」 との 関連 か ら 「元 気」 と訳 した。1・16・2

参 照。 「彼 らの宝物」 は、2・4・2と2・20・2と の比 較 か ら 「幼 な子」 の

娩 曲的表現であ る と解釈 される。 カニバ リズム を想起 す るか らこそ、3行 目

で ヤハ ウ ェに叫ぶ のであ る。 もち ろん値打 ちのあ る物 を売 って食料 を買 うよ

うなこ と もあっ ただろ うが(口 語訳 や新 共同訳 の解 釈)、 そ れは まだパ ンが

町 にあった時の話で あ る。11節3行 目前句 「ヤハ ウェ よ、見 て下 さい。 ご覧

になって下 さい」 は、2・20・1前 句 とまった く同一で ある。「卑 しい女」(動

詞zllの カ ル分 詞形)は 、8節2行 目の 「彼女 を卑 しめ た」(動 詞zl1の ヒ フィ

ル形)を も受 け る。

12節1行 目 「あ なた方 の こ とで はあ りません」。マ ソラ には、 ロー ・ア レ

ーケム(lw"Ukm)と あ るが
、 この二 語 に関 しては、実 に様 々 な解釈 が提案 さ

れてい る。 ローが 「ない」 を意味す るので あれば、通常 の綴 り1'で はな くて

lw'と な ってい るの はなぜ か。 ローで は な くて、 ル ー 「お お!」 と読 むべ き

で はな いのか(ウ ル ガ タ訳 を参照)。 非常 に興味 深 い こ とにマ ソラは、語頭

の文字 ラメ ドを通常 よ りも小 さ く書 いている。 これは筆写 したマ ソラ学者 が、

文脈 か ら見 て どこか不 自然 な表現 と感 じたか らであろ う。 しか しなが らこの

箇所 を後代 の付 加 であ る と判 断 して、単 純 に削 除する訳 には行 か ない。 なぜ

ならアル ファベ ッ ト歌 と しての性 格上 、この節 はラメ ドで始 まっていなけれ

ば な らないか らであ る。Praetoriusは 、元 々 ここ には動 詞 「来 る」の 命 令形

くム く

レクー(lkw)「 さ あ!」 とい う呼 びか け語 が あ った と推読 した(Kraus 、Kai-

serが 支 持)。Provanは 、 ロー を否定 語 にとるが、修辞 的疑問文 であ る と解釈

する。つ まり12節 で 「君た ちのゆえ にこ うな ったの じゃないですか」 と問い

掛 けるが、 その答 えは18節 にある とす るのであ る。君 た ちで はな くて、神ヤ

ハ ウェが わた しをこの ように したのであ る と。 この説 も、や や苦 し紛 れの解
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釈 である との感 じがす る。ユ ダヤ教 の伝統 的解釈 による と、 この句 は読者 に

対 して 「(これは、 わた しに及ん だ災 いであ って、)君 たちの こ とじゃあない

んだ」「君 た ちに関す る こと じゃあ ない んだ」 と語 って いる と言 う。 イデ ィッ

シュ語 では病気や不幸 につ いて他 の人 に話 す場 合 に 「君 た ちの こ と じゃない

よ(ロ ー ・ア レイヘ ム、あ るいはnischtgedachtfaraich)」 とい うような表現

をす るが 、 これ と類似 した言 い方 が ここに見 られ るこ とに なる(Albrektson 、
く ア 　

Gottliebも こ の説 を採 用)。 いず れの解釈 も満 足 な もの では ないが 、 ここに

ラメ ドで始 まる語が あった こ とだけは確 実 であろ う。 テクス トを変 更す る十

分 な根拠が ない以上 、マ ソラを正文 と見て、逐語訳 を付 け てお くことにす る。

12節2行 目 「わた しの痛 み」 は、18節2行 目を参照 。12節3行 目 「燃 え立つ

御 怒 り」ハ ロー ン ・ア ッポーは、 同一の表現が4・11・1に も見 い出せ る。

ユ3節1行 目 「下 らせ た」 は、七十 人訳 、 シ リヤ語訳 などに基づ く推読 で あ

る(Hillersが 採 用)。 マ ソラを逐語訳 す れば 「彼 は高 い所 か らわた しの骨 の

中に まで火 を送 り、そ してそれ を踏 み に じった」 とな る。Kaiserは 、 問題 の

動詞 を 「入 り込 ませ た」 と読 んで いる。13節2行 目には、再 度、狩猟 の比喩

が 出て来 る(1・3・3、1・6・2～3参 照)。 「わた しを仰 向け にひっ くり

返 した」ヘ シーバ ニー ・アー ホール は、1・8・3「 彼 女 は背 を向け た」 ワ

ッター シ ョブ ・アーホー ル と類似 す る表 現。13節3行 目 「荒れ廃 れた女」 シ

ョー メー マー。1・4・2で イェルサ レム の門の 荒れ果 て た様 を描 くの に用

い られた動詞 ζmmの 分 詞女性 形 が用 い られてい る。同様 の分詞 男性 形 「荒

れ廃 れた者」 が1・16・3に 出現 す る。 「さわ りのあ る者」 ダー ワーは、1・

8・1の 「椴 れた者」 の類 義語 。KBLは 、 この箇 所 の ダー ワー を5・17・

1と と もに「病 み衰 えてい る状態」の意味 に とってお り、 口語訳 、新共同訳 、

新改 訳 もこの ような解釈 に したが ってい る。 しか し、 この歌の描 き出す女性

の イメージは、稜れ た卑 しい女 とい う点 で一貫 して お り、 この イメー ジを し

ば しば祭儀 的な用語で表 す。 したが って 「さわ りの ある者」 とい う訳 語 を選

んだ。

14節1～2行 目は、古来 意味不 明の箇所 とされて いる。マ ソラの1行 目前

句 は、nigqad`61pe§ 亘`司(ニ ス カ ド ・オー ル ・ペ シャーア イ)と なってい る。

9



まず 冒頭の動詞 ニス カ ドの意味 が分か らない(推 定 され る語根 忌qdの 用例 は

旧約 には他 にない)こ とが 、解 釈 を困難 な もの に してい る。七 十人訳 や ウル

ガ タ訳 の 「彼 は見張 った」か らは、動 詞ニ シュ カ ド(ni§qad)が 推 定 され る。

マ ソラは二番 目の語 をオール 「範」 と読 んでい るが、 この語 も前置詞 の アル

と解釈 出来 るので はないか との疑義 が生 じる。動詞 ニ スカ ドに対す る 「結 び

つけ られる」 とい う訳語 は、 中世 のユ ダヤ人が 文脈 か ら推 定 した もので あっ

て確かで はない。例 えばKJVのTheyokeofmytransgressionsisboundbyhis

handは 、 この ような解釈 に よる ものであ る(口 語訳 を も参 照)。 私訳 「わた

しに重 くの しかか る」 は、冒頭 の二語 をニクシ ュー ・アー ライniqζa・al句 に

読 み変 えて訳 した もので あ る(Rudolphの 説 に よ る)。 なお タル グ ムは、 「わ

た しの過誤 の輌 は重 い」 と訳 してい る。14節2行 目 「彼の範が」 は、 シュ ン

マ コス訳 などに基 づ く推読で あ る。マ ソラの母音符号 だけ を付 け替 えれば、

この ように読 める。 「くじいた」 は意訳 で、逐 語訳 す る と 「つ まず かせ た」

ない し 「よろめ かせ た」 となる。14節3行 目で は、「ヤハ ウェ」 で は な くて

「主」 ア ドーナ イが用 い られて いる。 第1歌 で はア ドー ナイは、他 に15節 で
じ 　 ラ

2回 用 い られてい るだけであ る。

15節2行 目の 「祭 り」 は、歓声 を挙 げて イェルサ レムに突 入 した敵の大軍

を比喩 的 に表現 してい る。2・7・3の 「祭 りの 日の ように」 を前提 と した

表 現で ある。 また1・4・1の 「祭 りに来 る者 がい ない」 と比較せ よ。 この

望 まれなか った 「祭 り」 は、「わた しの若者 た ちを打 ち砕 くため」 の もの で

あ った。 この動 詞 「打 ち砕 く」 §brが 、第2歌 の 中央部 に用 い られ てい るキ

ー ・ワー ドであ るこ とに注意せ よ。15節3行 目 「ユ ダの娘 」 とい う表現 は、

2・2・2お よび2・5・3を 参照。 た だ し、「お とめ、ユ ダの娘 」 とい う組

合せ はこ こに しかない。 この行 をマ ソラか ら無理 に直訳 す る と 「主 は、お と

め、ユ ダの娘 に対 して酒槽 を踏ん だ」 となる。酒槽 を踏 む時 には、 人々 は歓

声 を挙 げ る(イ ザ ヤ書 工6・10、 エ レ ミヤ書25・30)。 ま た、酒槽 を踏 む者 の

衣が赤 くな る様子 は、血 を浴 び た衣 の比喩 に も用 い られ る(イ ザ ヤ書63・2

以 下)。 その ような意味 を込 めてユ ダの娘 を踏み に じったので あ る。

16節1行 目後句 には 「わた しの 眼」 が重複 して出現す るので、 マ ソラの二
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重 書写(dittography)と 見 て一 方 を削 除す る者 が多 い。韻 律法(Metrik)の 観 点

く　ラ

か ら して もマ ソラの ままだ と後句が4語 とな り、長す ぎる ように感 じられ る。

七 十人訳 、ウル ガタ訳、 シ リヤ語訳 は、いずれ もマ ソラの誤記 の可能性 を示

してい る。 しか し、 この13～16節 で は 「わた し」が 非常 に強調 されて いるか

ら、技法上 の重 複であ る可能性 も否定 で きない。

17節1行 目の 「手 を広 げる」動 作 は、神 に祈 る時 の しぐさ(イ ザ ヤ書1・

15、 詩 篇143・6参 照)と も周 囲 にいる人々(12節 の 「道 を通 り過 ぎて行 くみ

な さま」 参照)へ の訴 え ともとれ る。17節2行 目 「彼 を取 り巻 く者 たち」 と

同 じ表現 は、エ レミヤ書48章17、39節 、詩 篇76篇12節 、89篇8節 に見 られる。

17節3行 目 「械 れた者」 は、8節1行 目参 照。 この語 の比喩 的用法 に関 して

は、エゼ キエ ル書7章19～20節 を参照。

18節1行 目 「ヤハ ウェは、義 しい」 は、神 に反逆 した イェルサ レムとユ ダ

の民 に対 す る神 の審 判が正 当な もので あった こ とを示す。 いわゆ る く審判 頒

栄 〉につ いて は、G・ フ ォン ・ラー ト著/荒 井 章三 訳 『旧 約聖 書神 学Ij(日

本 基 督教 団出版局)479頁 を参 照。「わ た しが反抗 した」 は、1・20・2で 反

復 され る。18節2行 目 「わ た しの痛 み を見 て下 さい」 は、1・12・1～2を

参照。18節3行 目「捕 囚 とな って引 かれて行 った」を1・5・3と 比較せ よ。

19節3行 目後句 の動詞 ヴェヤー シー ブーは、 ワウ+未 完了形 であ る。 こ こ

を普通 に直訳 す る と 「そ して彼 らは元気 を回復す るであ ろう」 とな って、不

可解で ある。そ こで11節2行 目を参照 して 「元気 を取 り戻す ために」 に読 み

変 える提 案 もあ る。私訳 は、動 詞 ヴェヤ ー シー ブー を 呵jaζ ↑・aワ イヤ ッシ

ー ウーに変更 しての推読 に よる(Ehrllchの 説 〉
。しか しなが ら、HillersやKai-

serは 、 マ ソラの ままで も目的文の 「元気 を取 り戻す ため に」 の意 味 に な り
け む　

得 る と している。いず れにせ よ、食物 を探 して も無駄 であ ったこ とを述べ て

いる文 と解釈 す る しかない。

20節1行 目 「ヤハ ウェ よ、見 て下 さい」 以下 は、 第2歌 の終 決部2章20節

以 下 と類似 してい る。 第2歌 がす さま じいカニバ リズムのあ りさ まを描写 す

るの に対 して、第1歌 はやや 省察 的 にな ってい る。 「わた しの 内蔵 は煮 え返

る」は、2・11・1と 語順 が異 なるが同一 の表現。20節3行 目後句 の最後 は、

11



kammaw温tカ ッマー ウェ ト、直訳 す る と 「死 の よ うな」 とな っ てい る。 「死

だ けが 〔あ る〕」'akmaw翫 と読み変 えた り、 「飢饒」k誕P加 と読 み変 えた りす'ト

る提案 が あ るが 、私訳 はア ッカ ド語 の カム ー トウーkam皿tu「 捕 囚」 を ここ

に認 める説 をとる。 つ ま りバ ビロンか らの敵が 繰 り返 し 「捕 囚」「捕虜」 と口

・ に した と解釈す るのであ る。

21節1行 目 「彼 らは聴 きま した」 を口語訳 や新共 同訳 は、七 十 人訳 や シリ

ヤ語訳 に したが って命令形 に とってい る。 しか し、 この場合 の命令形 は2人

称複数 であ って文脈 に適合 しない。マ ソラを正 文 とした方 が よい。21節3行

目 「あなた は告 げた 日を来 た らせ られ る」。 「告 げ た 日」 とは、 イスラエ ルの

復興 の 日で も敵 の没落 の 日で もある。「来 た らせ る」 と訳 した動 詞 は、マ ソ

ラでは完了形 になって いる。 シリヤ語訳 に従 って「来 た らせ よ」と読 んだ り、

「来 た らせ た」とユ ダに既 に起 こった審判 を さして いる とす る解 釈 もあるが、

将来 の出来事 に完 了形 を用 いた と考 えて よい。

22節1行 目の 「して下 さい」、2行 目の 「あ なたが な さった」の動詞 「す る」

`11は
、1・12・2の 「な され た」 と同 じ動 詞。22節2行 目の 「犯 行」 と訳

した語 ペ シ ャア は、1・5・2「 犯 行」1・14・1「 過 誤」 と同 じ語。22節

3行 目 「病 み衰 えて い ます」daww司 は、1・13・3の 「さわ りの ある者」 ダ

ー ワー と同一 の語根 か らの派生語 と考 え られ る。

5.3.哀 歌 第1章 の文学 的技法

5.3.1.段 落 構 成

Renkemaは 、 語句 の分布 を手 がか りに して この作 品全 体 を まず1～11節 と

12～22節 の 大段 落(Cantos)に 区 分 し、 これ を さら に1～6節 、7～11節 お よ
く　　ヤ

び12～16節 、17～22節 の4つ の中段落(Sub-cantos)に 分 け る。 各 中段 落 は、1

～3節 、4～6節 、7～9節 、10～ll節 、12～13節 、14～16節 、17～19節 、20

～22節 の 合計8つ の小 段落(Ca面cles)に 分 割 す る こ とが 出 来 る と言 う。 この

ような段落 分けが正 しい とす る と、構造 上11節 と12節 を 中心 に した鏡 像関係

が認 め られる こ とにな る。 しか しRenkemaに は、作 品 に実 際 に は存 在 しな

い整合性 をもった構 造 を無理 に認め ようとす る傾 向があ る。彼の 方法は 、同
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義的あるいは対立的と彼がみな した語句の分布だけに頼 ってお り、それ以上

の(あ るいは以下の)レ ベルの意味については、ほとんどまったく考慮 して 閂

いない。

まず2つ の大段落への区分については問題がない。前半部(1～11節)で

は、見捨てられたひとりの女性 として擬人化された都イェルサ レムの窮状が

描 き出 される。イェルサ レムは、ユ ダ(3節)、 シオ ン(4、6節)と も言い換

えられるが、大部分は3人 称で 「彼女」 と呼ばれる。第1大 段落の2つ の中

段落への区分、これ らを更にそれぞれ2つ の小段落に分ける点については、

Renkemaに したがってよい。
け 　　

問題は後半部(12～22節)の 扱い方である。前半部で擬人化 された女性が

まず 「道を通 り過 ぎて行 くみなさま」に対 して(12節 以下)、 次 に 「ヤハ ウ

ェ」に対 して(20節 以下)嘆 きの声 を挙げていることが、す ぐに読み取れる。

12節 から始まる 「わた し」の嘆 きは、一応16節 まで続いていると解釈できる

が、これが全部 「道 を通 り過 ぎて行 くみなさま」に向けて語 られているのか

どうかは明瞭ではない。17節 は、明らかに前後の文脈から浮き上がっている。

ここでは 「わたし」は現われず、シオン、ヤコブ、イェルサ レムに関して3

人称で語 られるからである。18節 か らは、再び 「わたし」が語 り出す。ユ2節

1～2行 目に対応 して18節2行 目には 「諸国の民はみな、聴いて下 さい。そ

してわた しの痛み を見て下 さい」との呼び掛けがある。そして最後に20節 以

下のヤハウェに向けられた嘆願が来る。

作品の後半部では全体 として 「わたし」が語っているが、丁度中央 に位置

する17節 で中断が起 こっているか ら、ここを中心 として12～ ユ6節、17節 、18

～22節 の3つ の段落に区分することが出来る。但 し、20節 で呼び掛ける相手

が換わるか ら、18節 以下は更に2つ に分けられる。段落構成に関するこれ以

上の考察は、5.3.7.で 扱 うことにする。

5.3.2.否 定表現の反復

第1歌 においては 「……ない」のような否定表現が非常 に多 く用い られて

いる。これらの否定表現は、① 非存在を表す名詞工一ンで始まる名詞文の否
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定表現(こ れを甲型 とする)、②否定詞 ローで始まる動詞文の否定表現(こ れ

を乙型とする)、③その他の否定表現(こ れを丙型 とする)に 大別で きる。こ

れらの否定表現 を作品に出現する順序通 りに列挙する と以下のようになる。

但 し、表現上の類似および相違が分かりやすいように、先に5.ユ.で 呈示 し

た訳文 とは多少異なる訳にした場合がある。(こ の一覧では、例 えば第2節

2行 目前句を2・2・ 前の ように表記する)。

2・2・ 前 彼女には慰める者がいない(甲 型)

3・2'後 彼女は安 らぎを見出さない(乙 型)

4・ ユ ・後 祭 りに来る者がいない(丙 型)

6・2・ 後 彼らは牧草 を見出さない(乙 型)

6・3・ 前 力な く(丙 型)

7・3・ 後 そ して彼女には救ける者がいない(甲 型)

9・1・ 前 彼女は自分の終わりを思わない(乙 型)

9・2・ 後 彼女には慰める者がいない(甲 型)

10・3・ 後 あなたの集会に彼 らは入ってはならない(乙 型)

12・1・ 前 あなた方のことではあ りません(?)(丙 型)

14・3・ 後 わた しが対抗することの出来ない(乙 型)

17・1・ 後 彼女には慰める者がいない(甲 型)

21・1・ 後 わた しには慰める者がいない(甲 型)

5つ の甲型の文は、 よく似ているか、同一である。語順が異 なることはあ

るが、「彼女には慰める者がいない」という同一の文が3回 出て来る。他には、

「彼女」が 「わた し」に換わった文が1回(21節)、 「慰める者」が 「救ける

者」換 わった文が1回(7節)と なっている。これ らの甲型の否定表現 は、

全体にわたって分布 してお り、いわば作品の通奏低音 となっている。

16節2行 目前句 には、否定文ではないが 「まことに慰める者はわた しか ら

遠い」 というほとんど同じ意味の文があることも注目される。

乙型の文 も5つ あるが、相当の変異が認められる。ただし、3節 と6節 の
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文 は類似 して いる。動 詞 を見 る と、完 了形 が3回(3、6、9節)、 未 完 了

形が2回(10節 、14節)で あ る。

12節2行 目は、「あるか ど うか」 イム ・イェー シュで は じまる間接 疑 問文

(名詞 文)で あって、意味 的 には否 定文 になる。以上 の ような否定文 の多用

は、この く捨 てられた女 〉のelegyに 独 特 の哀調 を与 えている。

5.3.3,並 行 法(パ ラ レリズ ム)と 詩的 イメー ジ

通常 、ヘ ブライ詩 において は、1詩 行 を構成 す る前句 と後句の 間に並行法

が認 め られ る。 しか し哀 歌の場合 、5つ の歌 の詩行 の構 成の仕方 はそれ ぞれ

く　ヨラ

独特 であ って、G.B.Gr鼠yの 研 究 が示 してい る よ うに問題 は単純 では な い。

伝統 的な意味での 内的並 行法(intemalparallelism)、 つ ま り前句 と後句 の平

行法 が比較 的容易 に見 出せ るの は、 第5歌 の場 合 であ る。5章1～4節 には

同義 的並行 法が認 め られ るが 、その1例(5章4節)を 示す。 なお、マ ソ ラ

か らの転 記 に際 しては子 音 テクス トをそ の まま置 き換 えた。

コ 　
mjmJnwbkspstjnw

我々の水 を 銀 をもって 我々は飲む。(前 句)

`
sjnwbmhjrjb'w

我々の木々は 代価によって 入って来る。(後 句)

これはいわゆる完全並行法であるが、主語が交替 している。動詞の用法 を

見ると、「飲む」は完了形、「入って来る」 は未完了形になっている。第2歌

には、内的並行法がかなり認められるが、第1歌 にはほとんど認められない

一 例えば1・5・1等 には同義的並行法が見 られるが 。第2歌 に、詩

行と詩行の間のいわゆる外的並行法(extemalparallelism)を 見つけることも比

較的容易である。 しか しなが ら、第1歌 の場合は事情がまったく異なってい

る。ここに教科書的な意味での並行法 を発見 しようとすると途方に暮れ るし

かないだろう。同義語や反対語は、通常の並行法の場合 とは異なった仕方で

配列 されているのに違いない。例えば、4節 を観察 して見 よう。
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シオンへの道は、嘆いている。/祭 りに来る者がいないのだ。

彼女の門はみな、荒れ廃れて、/祭 司たちは、ため息をついている。

彼女のお とめたちは、苦悩する。/そ して彼女には、つ らさがある。

ここには 「嘆 く」「ため息 をつ く」「苦悩する」という動詞の類義語があ り、

名詞 「つ らさ」 もある。3行 目の前句 と後句に同義的並行法 を認 めてもよい

だろう。それぞれの詩行がほとんど同じことを言っていることもす ぐに了解

できる。それにも拘 らず、これを同義的な外的並行法の典型であるとは言え

ない。それはどうしてか。4節 を構成する6つ の句の主語 を見ると、全部異

なっているのである。 しかし述語の部分の意味は、重な り合 う。ここで重要

なのは、形式的な並行法の使われ方ではな くて、共通のイメージを積み重ね

て行 く技法である。このような技法上の特徴は、第1歌 の他の部分にも顕著

に見られる。 したがって、3詩 行から構城 される各節(こ れは、strophe〈連〉

に相当すると考 えて もよい)や 各小段落に共通するイメージを発見すること

が解釈にとって決定的な意味 をもつ。

第1歌 の冒頭部は、作品全体にとって 第1歌 のみではなく、作品集 と

しての 〈哀歌 〉全体にとって も 独特な意味 をもっている。ここでは非常

に巧みな詩的技法が使われてお り、並行法も相当の役割を演 じている。まず、

1節 から観察 して見よう。

'jkh

ああ何 と

j§bhbdd/h`jrrbtj`m//

彼女は座っている 独 りで この町が 多 くいた 民の

垣 」⊥k'lmnh/よLt⊥[亜]//

なった 寡婦のように 大いなる者 諸国民の中で

6rtjIbmdjnwt1/hjthlms//

女王 諸国の中の なった 隷属の身に
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1行 目から3行 目の前句 と後句は、すべて意味的に対立 している(対 立的

並行法)。 過去 において繁栄 していた大いなる都が、現在は人の住まない荒

れ果てた場所 となったことを、捨てられた一人の女の比喩を用いて描 く。こ

のような過去 と現在の町の状態のコン トラス トが、3つ の内的並行法を特徴

づけている。次に1行 目と2行 目の外的並行法を観察 しよう。1行 目前句 と

2行 目前句、 ユ行 目後句 と2行 目後句が同義的(synonymous)で あるこ とは

明白である。1行 目後句のr切 と2行 目後句のrbOに 、若干の意味のずれが

ある点も興味深い。2行 目と3行 目にも同義的並行法が認められるが、語順

が異なっている。並行する語 として、まず 「なった」hjthが いずれの行に も

ある。「寡婦のように」は 「隷属の身に」 と、「大いなる者」は 「女王」 と、

「諸国民の中」は 「諸国の中」 とそれぞれ並行関係にある。「隷属の身」 と訳

した最後の語マスmasは 、本来 「強制労働」 を意味するか ら厳密には 「寡

婦」 と同義的 とは言 えない。 しか し、ここにabcd/cdab(な い しAB/BA)

のような交差配列を示す同義的並行法が成立 していることによって、マスが
ロ の

「寡 婦」 と一種 の等価性 を獲 得す る ことになる。あ るい は、 イメージの上で

重 な り合 うと言 って もよいだ ろう。 ぽつ ん と見捨 て られ た荒廃 した町が、昔

は仲 間が た くさんいた のに、今 は一 人住 まいの寡婦 と して暮 して いる女性 の

イ メー ジ、 また、かつ ては召使 に囲 まれて いた女王が 、今 は苦役 に服 す る奴

隷 となったひ と りの女 の イメージを もって描 き出 され る。 この ような イメー

ジは、次 の第2節 で増幅 され る。 こ こには恋人(複 数!)に 裏 切 られ て見捨

て られ た女 がいる。

bkwtbkhbljlh/wdm`th`llhjh

泣 き を 彼女 は泣 く 夜 に 彼 女の涙 は 上 彼女 の頬 の

'lnlhmnりm/mkl'hbjh

い な い 彼女 に 慰め る者 が 全 ての者 か ら 彼女 の愛 人た ちの

klr`jhbgdwbh/hjwlh1'jbjm

全 て 彼女 の恋人 たちの 裏切 った 彼女 を なった 彼 女 に 敵 に
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1行 目の前句 と後句 には、 同義 的並行法 を認 めて よいで あろ う。2行 目後

句 と3行 目前句 の 「彼女 の恋 人たちの全て」 は明 らかに同義 的であ る。3行

目の前句 「彼女 を裏切 った」 と後句 「彼女 の敵 となった」 も同義 的で あ る。

さらにこれ らと 「彼女 に慰め る者 がい ない」 は、意味 が重 なるか ら2行 目と

3行 目にはあ ま り明 瞭で はないが、一種の並行 関係が成 立す る。1節 と2節

を比 較 して異 なるの は、1節 が 状 態 の変 化 を穏 や か に描 い てい るの に対 し

て、2節 で は動 的 な表現 が 目立 つ点 であ る。2節2行 目は名詞文 で あ るが 、

1行 目 と3行 目は動詞 文 であ り、 「泣 きに泣 く」「裏切 って」「敵 となる」 の よ

うな強 い同義語反復 の技 法が用 い られてい る。2節 には、 ア リタレー シ ョン

も目立 つ。 まず、語尾 には圧倒 的に1a1が 多 い(8回)が 、 これ は 「彼 女 の」

を意 味 す る接 尾辞 が多 い こ とと関 係す る(7回)。111音 は 全 体 に多 い(9

回)。1行 目前句 には、明確 に/b1音 の ア リタレーシ ョンが認 め られ る。

1～2節 では、町が擬 人化 されてい るこ とは分か るが 、それ が どこの 町で

あ るのか は明示 され てい ない。3節 に なって 「ユ ダ」が 、そ して4節 で よう

や く 「シオ ン」 が登場す るこ とになる。

5.3.4.ハ ー ヤー動詞 の用法

第1歌 では、ハ ーヤー動詞の用例 が きわめて多 く、独 特の使 われ方 を して

い る。 これ らを順序通 りに列挙 する と以下 の ようになる。

1・2・ 前 彼女 は寡 婦の よ うにな った(埠h)。

1・3・ 後 彼女 は隷 属の 身 とな った(垣th)。

2・3・ 後 彼 らは彼 女 に敵 とな った倒w)。

5・1・ 前 彼女 の仇 敵 は頭 にな った何w)。

6・2・ 前 彼 女 の高 官 たちは鹿の ようにな った(hjw)。

〔7・2・ 後 それ らはい に しえの 日にあった(hjw)〕。

8・1・ 後 それ故 に、彼女 は椴 れ た者 にな った両th)。

11・3・ 後 まこ とに、 わた しは卑 しい女 に なった(助 ①。

16・3・ 前 わた しの息子 たちは、荒れ廃 れた者 とな った(hjw)
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17・3イ ェルサ レムは、槻 れた者 になった(hjth)。

21・3・ 後 彼 らがわた しの よ うに な ります ように(wjhjw)。

最 後 の用例 だけが、未完 了形Gussive)で 他 はすべ て完 了形 で あ る。 これ ら

の完 了形 の用例 の中で、7節2行 目だけが 意味的 に他 と異 なってい る。 おそ

らくこの行 は後代 の付加 で あ ろ う(5.2.の 語 句注 解参 照)。 この箇 所 を削 除

す る と、第1歌 でのハ ーヤ ーの意味 は、す べて 「なる」 で あ って、完 了形 は

現在 の状況 と関係 してい る。3人 称 女性 単 数形 の 瞭hが 、4例 あ る が8・

1と17・3で は 「械 れ」 と関係 す る。ll・3は 、同 じ内容 を 「わ た し」 の側

か ら言 い換 えた もの と解釈 され る。3人 称複数形 の 切wは 、4回 用 い られて

いる。16・3で は 「わ た しの息子 たち」 が主語 にな って いるが、稼 れた女 、

卑 しい女の イメー ジ と重 な り合 う。6・2で は、狩猟 の比喩 が用 い られて い

る。他 の2例 は、敵 と関係 す る。

この よ うに動 詞ハ ーヤーが、 イェルサ レムの擬人化 の技 法 と深 く結 合 して

い るこ とが 注 目され る。

5.3.5.擬 人 化の技法

すで に繰 り返 し見 て きたように、 イェルサ レムの町の一人 の女性 への擬 人

化 は、第1歌 で は作 品全体 を通 して徹底 的 に遂行 されてい る。 この こ ととの

関連で 、ユ ダの周辺諸 国 も擬 人化 されて表現 され る。 「彼女 の愛人た ち」(2・

2)、 「恋人た ち」(2・3)、 「彼 女 を尊敬 して いた者 たち」(8・2)、 「わた し

を愛 した者た ち」(19・1)と い う表現 がそれで あって、 いず れ も複数形 で あ

る。ユ ダや イスラエル と同盟 関係 を結 んだエ ジプ ト、エ ドムな どの諸 国家 を

「愛 人」 や 「恋 人」 に喩 るのは、哀歌独 自の ものでは ない。 ホセ ア以 降の預

言 において は、外 交関係 を男 女の 関係 、特 に姦 淫や売春 に喩 る こ とが よ く行
けらラ

なわれた(ホ セア書8・9、 エ ゼキエ ル書16・26以 下 、ナホ ム書3・4等)。

哀歌 第1章 は、この よ うな伝 統的 な修 辞法 を巧 み に応用 したので ある。

今 は敵 とな って しま ったかつ ての恋 人 たち との関係で 、「いない」 とされ

る 「慰め る者」(2・2等)、 「彼女 を救 ける者」(7・3)、 「わた しの元 気 を回
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復 させる者」(16・2)が 問題 となる。これらの表現は、興味深いことに単数

形になっている。これは比喩の レベルでは 「夫」 になるはずのヤハウェを暗

示 している(ホ セア書2・18参 照)。

擬人化の技法との関連で、比喩的にではない仕方で第1歌 に登場するイェ
エ 　 　 ラ

ルサ レムの住民 た ちの群 れ を列挙す る と以下 の ようになる(但 し接尾 辞 「彼

女 の」「わ た しの」 は 省略 して表 記)。 「祭 司 た ち」(4・2)、 「お とめ た ち」

(4・3)、 「幼 な子 たち」(5・3)、 「高官 たち」(6・2)、 「民」(7・3、11・

1)、 「若者 たち」(15・2)、 「息子 たち」(16・3)、 「お とめた ち」「若者 た ち」

(18・3)、 「祭司 たち」「長 老 たち」(19・2)。 軍 勢 を さす 「わた しのす べ ての

強者 たち」(15・1)も こ の リス トに加 え られ るだろ う。 これ らの イェ ルサ レ

ムの住 民 を表示 する語 には、すべ て 「彼女 の」「わた しの」 とい う接尾 辞 が付

けられ ることによって、擬人化 された町 とい う詩的 イメージとの融合が起 こる。

15節3行 目の 「お とめ、ユ ダの娘」 は、一応6節1行 目の 「シオ ンの娘」

の言 い換 え つ ま り比喩 的表現 と考 え られるが、歴 史的存在 と しての

「お とめ」 と意味 的 に重 な り合 う。字義通 りの 「お とめ たち」 とい う表現が

他 にある上 に(4・3、18・3)、 直 前の詩行 の 「わ た しの若者 た ち」(15・2)

と並 行 関係 に置 かれて いるか らであ る。雄 叫び を挙 げて イェルサ レム に侵入

した敵 軍が、若者 た ちを粉砕 し、返 り血 に まみ れなが ら娘 たち を暴行 す る。

その よ うな イメージ を祭 りと酒槽の比喩 を用い て語 る。 同時 にそ の ような出
く　の

来事が偶然に起こったのではな くて、ユダの罪に対する 「主」の恐るべき御

業として起こったことを告げるのである。

第1歌 が、ヤハウェの審判の結果として受けた都 イェルサレムの苦難を、

女性の稼れ として語るその語 り口は独特である。「梅れ」 を指す語ニ ッダー

の元の意味は 「月経」であって、このような出血を械れとするのは祭儀的な
く 　 お 　

規定に基づ く(レ ビ記12・2以 下、15・19-33)。 「不浄 となる」 と訳 した語

ターメー も祭儀的な用語である(レ ビ記ll章 以降に頻出)。 この ような清浄

と不浄 とい う概念の枠組みの中で事態 を把握 しようとする一種のこだわ り

は、第1歌 の著者が祭司的なグループに属 していたことを推定 させる。第2

歌に比べて軍事的敗北 に関する具体的叙述が乏 しいことも、おそ らくこのこ
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と と関係す るのであろ う。

5.3.6.重 畳 表現 とア リタ レー シ ョン

す で に考察 した語 以外で、第1歌 で頻繁 に用い られてい る語 と して は、 ま

ず コル 「すべ て」が挙 げ られ る。私訳 で は 「み な」 と訳 した場合が多 い。2・

3(2節3行 目の意。以 下 同様)、3・3、4・2、6・1、7・2、8・2、10・1、

11・1、12・1、13・3(「 終 日」 コル ・ハ ツヨー ム)、15・1、18・2、21・2、

22・1、22・2の 合計15箇 所 で 用 い られ てい る。 これ は異常 に多 い と言 って

よい。何事 も徹底 的に遂行 された ことを印象づ ける働 きを してい る。

動詞 「見 る」(r'h)の 分 布 には 、特徴 が あ る。 まず7・3か ら12・1ま で に

6回 用 い られ ている(7・3、8・2、9・3、10・2、11・3、12・1)。 こ の 中

で特 に印 象的 なの は、類義語nbt(「 眺 め る」。私 訳 で は 「ご覧 に な る」)と並

列 されてい るll・3と12・1の 用 法で ある。語順 は、r'h-nbt(11・3)、nbt.r・h

(12・1)と 交 差 配列 になってい る。 「敵 」が、 また 「彼女」 が 「見 た」 と

い う現実 を受 けて、「ヤハ ウェ」 に(9節 、ll節)あ るい は 「道 を通 り過 ぎて

行 くみ な さま」 に(12節)「 見て下 さい」 と嘆願 するので ある。 「見 て下 さい」

との嘆願 は、作 品の終決部 に も出て来 るが、今度 は 「聴い て下 さい」 と対 に

なってい る(18・2)。20節 で は 「見 て下 さい」は単独で用 い られて いるが、

この周 辺 に類義 語 の 「探 し求 め る」(19・3)と 「聴 く」(21・1、21・2)が

あ るこ とが、注 目 され る。

ア リタレーシ ョンは、先 に考 察 した2節 以外 で も頻繁 に見 つけ られる。例

えば、先 に掲 げ た1節1行 目で は、/b/音 が 重 複 す る。 その他 の箇 所 で特 に

印象的 なの は、接尾 辞の 「わ た しの」(単数 では ↑、複数 で は 勾 とな る)が 反

復 され る14～16節 で あ る。 この箇 所 で 「ヤハ ウェ」 が 「主」 ア ドー ナイに換

わ ってい る理 由は、 この こ とか ら説 明可能で ある。15節1～2行 目のマ ソラ

を転記 す ると以下 の ようになる。

sillallkal'abblr勾'"d6n司beqirbi

q翫・r`亘1勾m6`edli§b6・b・ り血・司
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ぐし　タ

まず、母音 の1a〃i1な い し半子 音 伊 の重畳が 目立つ 。子音 の111と!r〃b1

に よる ア リタレー シ ョン も認 め られ よ う。

16節2行 目には、!m1!n1音 の ア リタレー シ ョンが見 られる。

　 　 バ 　　 　
klraりaqmimmannlm°naりemmesibnapsf

l8節 か ら20節 に は、 「反 抗 す る」mrh(18・1・ 後、20・2・ 後)、 「見 殺

しにす る」rmh(19・1・ 後〉、「煮 え返 る」hmr(20・1・ 後)の3つ の動

詞 を用い た語 呂合わせが ある。 これ らは全て詩行 の末尾 に配置 されて いるの

で効 果的で ある。20節1行 目後句 か ら2行 目後句 まで を転 記す る と以下 の よ

うにな る。

me`勾hδmarmarO

n註h6paklibbiげqirbi

kimar6m五r↑ti

こ こ には、1m〃r1以 外 に、2行 目前句 の!b1音 、2行 目の 〃 の重畳 も認 め

られ よう。

5.3.7.ま と め

段 落構成 に関す る先 の考 察 に基づ きなが ら、各段落 の内容、特徴 、イ メー

ジの推移等 を以下 にま とめ る。

《第1大 段落 》1～ll節 イ ェルサ レムは、3人 称単数 女性形 で描 かれる。

中段落A:1～6節

イェルサ レムの現状の描写 。ハ ーヤー動 詞が5回 用 い られ

ている。

ノ」、.段落A-1:1～3節

「この町」 が、見捨 て られた孤独 な女の イメ ージを とって

描 かれ る。 冒頭 部 には、過去 と現在 の対照が 明瞭 に表現 さ
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れた部分がある。最後の行 に狩猟の比喩がある。

小段落A-2:4～6節

巡礼の絶えたシオン。嘆 き悲 しむ町の住民 と栄える敵 とが

対照をなす。中央には、彼女の苦 しみがヤハウェによるも

のであることを語る行がある。最後の2行 に狩猟の比喩が

再度現われる。「来る」「歩 く(行 く)」「去 る」「追 う」の よう

な移動を表す語が多用されている。

中段落B:7～11節

イェルサ レムの破滅的出来事への回想。「見 る」が5回 用

いられている。

小段落B-1二7～9節

女性の械れのイメージが支配的である。ヤハウェへの嘆願

で閉 じられる。

小段落B-2:10～11節

敵の聖所への侵入 と激 しい飢饅の出来事の回想。ヤハ ウェ

への嘆願で閉 じられる。

《第2大 段落》12～22節17節 での中断があるが、「わた し」による語 りが支

配的である。

中段落C:12～16節

道を行 く人々への呼び掛けから始まり、過去の出来事の回

想へ と移行する。常 に 「わたし」が問題 となっていること

と関係 して↑、勾の脚韻が 目立つ。13～15節 の回想部分で

は、動詞は完了形が優勢になっている。これに対 して16節

1行 目の動詞は、分詞形である。以下のように3つ の小段

落に区分することも可能である。

小段落C-1:12節

この部分だけを呼び掛けと考えることも出来る。

小段落C-2:13～15節

過去の出来事の回想。狩猟、女性の械れ、祭 り、酒槽 など
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様々な比喩が用いられる。

小段落C-3:16節

時が、現在に回帰 して来る。詩人は涙を流す。

中段落D:17節

「わたし」の語 りが中断 され、3人 称での叙述 に戻る。男

性形の 「ヤコブ」 も登場する。

中段落E:18～22節

「わたし」による語 り。動詞 「見る」 と 「聴 く」が5回 用

いられている。18～20節 には、mr音 の語呂合わせが見 ら

れる。

小段落E-1:18～19節

12節 の呼び掛けを受けて、「諸国の民」への呼び掛けが来る。

「わた しの痛み」という語 も共通する。「おとめ」「若者」「祭

司」「長老」が登場。

小段落E-2:20～22節

9節3行 目、11節3行 目を受ける形での 「ヤハ ウェよ、見

て下 さい」 との嘆願。敵に対する応報のモチーフで閉じら

れる。

第1歌 では、第2歌 に見られたようなイェルサレム破滅の出来事への歴史

的証言としての性格がやや後退 している。身体的な レベルでの苦悩 よりも内

面的な痛み、苦 しみの方が優勢になっているが、これは事件の後少 し時間が

経過 してから書かれたという事情が反映 しているため と思われる。全体 とし

て回顧的、省察的な雰囲気 を持つが、イェルサ レムの滅亡から長い時間が経

過 しているわけでもないようである。第2歌 の次に執筆 されたものと考えら

れる。著者は、祭儀的用語 を好んで使 う点か ら考えて、祭司サークルの一一員

と推定 される。詩的技法、特 に比喩の巧みさや独特の詩行の構成法において

注目すべ き作品である。
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注

{1)語 句 注 解 に は 、 注 を な る べ く省 略 す る 。 参 照 し た 注 解 書 お よ び 哀 歌 に 関 す る

主 要 な 研 究 書 を以 下 に 列 挙 して お く。

《注 解 書 》

KarlBudde,DieKlagelieder:KHCXVII(1898)

A.Cohen(ed),TheFiveMegilloth,Sontino(1946,1983)68ff.

C.F.KeilJeremiah,Lamentations:CommentaryoftheOTinTenVolumes .by

C.F.KeilandF.Delitzsch,VIII,Eerdmans(1978)

T.J.MeekandW,P.Merrill,TheBookofLamentations:IB6,NewYorkand

Nashville(1956)

Hans-JoachimKraus,Klagelieder:BKXX(1956,19834)

WilhelmRudolph,DieKlagelieder:KATXVII(1962)

OttoPl6ger,DieKlagelieder:HATI,18(1969)

DelbertR.Hillers,Lamentations:AB7A(1972)

IainW,Provan,Lamentations:NCB(1991)

OttoKaiser,Klagelieder:ATDI6/2(1992)

W・J・ フ ユ ア ー ス ト著 、 高 尾 哲 訳 「哀 歌 」『ケ ン ブ リ ッ ジ 旧 約 聖 書 注 解11』 新

教 出 版 社(1981年)

0,カ イ ザ ー 著 、 武 田 武 長 訳 「哀 歌 」『ATD旧 約 聖 書 註 解16』ATD・NTD聖

書 註 解 刊 行 会(1989年)。 な お 、 こ の 邦 訳 はATDの 古 い 版(1981年)か ら の

翻 訳 で あ る 。

木 田 献 一 著 「哀 歌 」 『新 共 同 訳 旧 約 聖 書 注 解H』 日本 基 督 教 団 出 版 局(1992年)

501頁 以 下 。

《研 究 書 》

ArnoldB.Ehrlich,Randglossenzurhebr甘ischenBibel,VII,Leipzig(1914)30f£

G.R,Driver,HebrewNotesonSongofSongsandLamentations:FSA.

Bertholet,TUbingen(1950)136ff㍉

B.Albrektson,StudiesintheTextandTheologyoftheBookofLamentations

withaCriticalEditionofthePeshittaText,StThL21,Lund(1963)

H.Gottlieb,AStudyontheTextofL鋤mentations,A∫utXLVIII,Th.S.12,Aar-

hus(1978)

RenateBrandscheidt,GotteszornundMenschenleid,TThSt41,Trier(1983) .

(2)R.B.Salters,Lamentations1.3.:LightfromtheHistoryofExegesis,in:J.D ,

MartinandP.R.Davies(eds),AWordinSeason:EssaysinHonourofWilliam

Mckane(JSOTS42)ShefField(1986)73-89.

(3)JennilWestermann,TheologischesHandwOrterbuchzumAltenTestamant,Bd.

II,MUnchen/Z廿rich(1976)488ff.のR.Knierimに よ る 「ペ シ ャ ア」 の 項 目
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を参 照 。

(4)本 稿 「5.3.4.ハ ー ヤ ー 動 詞 の 用 法 」 を参 照 。

(5)T.F.McDaniel,PhilologicalStudiesinLamentations:Biblica49(1968)31f;

Hillers=注(1)10.た だ し、Provan=注(1)は 、 こ の 説 に 批 判 的 で 、 ガ ム は普 通

の 意 味 の 「… も ま た 」 で あ る とす る。 つ ま り、 イ ェ ル サ レ ム も ま た 彼 女 自 身

を 恥 じて 陣 い た の だ と解 釈 す る 。

(6}FranzPraetorius,ThreniI,12.1411,6.13.,ZAW15(1895)143.

(7)Got吐lieb=注(1)16.

(8)本 稿 「5.3.6.重 畳 表 現 とア リ タ レー シ ョ ン」 を 参 照 。

(9)哀 歌 の 韻 律 法 に 関 す るK.Budde以 来 の い わ ゆ る 「キ ー ナ ー 調 」 が 支 配 的 で あ

る との 説 は 、 ま っ た く間 違 っ て い な い と して も、 こ れ を正 文 批 判 の 道 具 と す

る の は 見 当 違 い で あ る 。 他 の 観 点 か ら も十 分 考 え て み る必 要 が あ る 。

⑩WilhelmGesenius'Hebr註ischeGrammatikv611igumgearbeitetvonE.Kautzsch,

GeorgOlmsVerlag(1983)107q,参 照 。

α1)J.Renkema,TheLiteraryStructureofLamentations:W.vanderMeerandJ.C.

deMoor,eds,,TheStructuralAnalysisofBiblicalandCanaanitePoetry,JSOTS

74(1988)305.

⑫Kaiser=注(1>S.127ff.の 考 察 が 妥 当 で あ る 。

㈹GB.Gray,TheFormsofHebrewPoetry,KTAV(1915,1972)87ftは 、 古 典

的 な 価 値 を もつ 著 作 と して 評 価 さ れ る 。

(1φ パ ラ レ リ ズ ム に お け る等 価 性 の 概 念 に つ い て は 、Yu.M.ロ トマ ン著/磯 谷 孝

訳 『文 学 理 論 と構 造 主 義 』 勤 草 書 房(1978年)170頁 以 下 を 参 照 。

㈹J6rgJeremias,DerProphetHosea:ATD2411,G6ttingen(1983)109.

㈲ 哀 歌 に登 場 す る 様 々 な 人 間 群 像 に 関 し て は 、MichaelS.Moore,HumanSuf∬er-

inginLamentations:RevueBiblique90(1983)534-555を 参 照 。

⑰ 酒 槽 の 比 喩 に 関 して は 、Kaiser=注(1)127を 参 照 。

㈹ 木 田 献 一 は 、 哀 歌 の 用 い て い る 比 喩 を 「女 性 差 別 的 」 と い う が(=注(1)505頁)、

全 く別 種 の 文 明 に 生 き て い る 現 代 人 の 側 か らの こ の よ う な 価 値 判 断 は 無 意 味

で あ る 。 レ ビ記 は 、 男 性 の 「精 の 漏 出」に つ い て も語 っ て い る か らで あ る(15・

16以 下)。 旧 約 時 代 の 浄 ・不 浄 の 区 別 は 、古 代 イ ス ラエ ル 人 の 生 き て い た 社 会

の 構 造 全 体 か ら理 解 さ れ な け れ ば な ら な い 。 メ ア リ ・ダ グ ラ ス 著/塚 本 利 明

訳 『汚 椴 と禁 忌 』 思 潮 社(1995年)参 照 。 彼 らが 経 験 し た 破 滅 的 な 社 会 秩 序

の 崩 壊 は 、 ま さ に 自 身 の 「臓 れ 」 と して 自 覚 され た の で あ る 。 支 配 階 級 の 側

に あ っ た 祭 司 た ち に は 、 そ れ は 特 に 強 烈 な もの で あ っ た と想 像 さ れ る 。

⑲ こ の 場 合 は 、 ア ソ ナ ン スassonanceの 一 種 と 言 うべ き か も知 れ な い が 、 筆 者 は

ア リ タ レー シ ョ ン の 概 念 を拡 張 し て 用 い る 。 拙 論 「創 世 記 テ キ ス トに お け る

語 りの技 法 」『基 督 教 学 研 究 』 第4号(1981年)139頁 参 照 。
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